
(57)【要約】

　

【課題】

　目的の傾斜角度でもって、しかも大きく屈曲（座屈）

することなく連続してわん曲した状態で配線・配管材を

配線等できて、かつ曲げ強度の大きな配線・配管材の支

持具の提供である。

【解決手段】

　段差部Ａ1  、空中部等において鞘管（配線・配管材）

Ｐを下方から支持するための支持具Ｓであって、全体が

細長い金属板で構成されて、人が乗っても変形しない程

度の剛性を有する剛性板部１と、該剛性板部１どうしを

連結する連結板部２とが、長手方向に沿って交互に形成

され、各連結板部２は、相前後する剛性板部１を相対的

に適宜角度に屈曲させるべく変形可能になっていて、各

剛性板部１には、設置面Ｆ1  ，Ｆ2  に対して剛性板部１

を釘Ｎを介して固定する釘挿通孔（固定部）５が形成さ

れた構成とする。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
段 差 部 、 空 中 部 等 に お い て 配 線 ・ 配 管 材 を 下 方 か ら 支 持 す る た め の 支 持 具 で あ っ て 、
　 全 体 が 細 長 い 金 属 板 で 構 成 さ れ て 、 人 が 乗 っ て も 変 形 し な い 程 度 の 剛 性 を 有 す る 剛 性 板
部 と 、 該 剛 性 板 部 ど う し を 連 結 す る 連 結 板 部 と が 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 形 成 さ れ 、
　 各 連 結 板 部 は 、 相 前 後 す る 剛 性 板 部 を 相 対 的 に 適 宜 角 度 に 屈 曲 さ せ る べ く 変 形 可 能 に な
っ て い て 、 前 記 剛 性 板 部 及 び 連 結 板 部 の 少 な く と も 一 方 に は 、 設 置 面 に 対 す る 固 定 部 が 形
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 各 剛 性 板 部 に は 、 そ れ ぞ れ 固 定 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 。
【 請 求 項 ３ 】
長 手 方 向 の 適 宜 位 置 に は 、 自 身 で 支 持 し て い る 配 線 ・ 配 管 材 を 線 材 で 固 定 可 能 な 線 材 掛 止
部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 線 材 掛 止 部 は 、 各 剛 性 板 部 の 間 に 幅 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 固 定 部 は 、 各 剛 性 板 部 に 貫 通 し て 形 成 さ れ た 固 定 孔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 段 差 部 、 空 中 部 等 に お い て 配 線 ・ 配 管 材 を 下 方 か ら 支 持 す る た め の 支 持 具 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 し た 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 （ 固 定 具 ） と し て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の が 知 ら れ
て い る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 の 固 定 具 は 、 鋼 板 を 板 金 加 工 し て 製 作 さ れ 、 屈 曲 可 能 な 連 結 片
の 両 端 に 、 管 の 外 側 を 抱 え る よ う に し て 保 持 す る 管 抱 持 部 が 一 体 に 連 結 さ れ 、 更 に 各 管 抱
持 部 の 外 側 に 、 固 定 具 自 体 を 取 付 面 に 固 定 す る た め の 固 定 部 が そ れ ぞ れ 連 続 し て 形 成 さ れ
た も の で あ る 。 前 記 固 定 具 を 使 用 し て 、 段 差 部 に お い て 管 類 を 配 管 す る に は 、 特 許 文 献 １
の 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 段 差 部 に 臨 む 高 い 側 の 面 と 、 段 差 部 か ら 所 定 距 離 だ け 離 れ た 低
い 側 の 面 と の 間 に 連 結 片 を 傾 斜 配 置 さ せ て 、 各 固 定 部 を そ れ ぞ れ 取 付 面 に 固 定 し 、 傾 斜 配
置 さ れ た 連 結 片 に 沿 っ て 管 類 を 段 差 部 に 配 置 し て 、 前 記 連 結 片 の 部 分 で 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 の 固 定 具 は 、 連 結 片 の 長 さ が 一 定 で あ る た め 、 段 差 部 の 高 さ に 応 じ て
連 結 片 の 傾 斜 角 度 が 変 化 し 、 目 的 の 傾 斜 角 で 管 類 を 段 差 部 に 配 管 で き な い 。 ま た 、 固 定 具
の 屈 曲 部 は 、 連 結 片 の 両 端 の 連 結 片 と 管 抱 持 部 と の 接 続 部 に 集 中 し て 、 連 結 片 の 両 端 の 部
分 の み が 大 き く 屈 曲 す る た め 、 管 類 が 鞘 管 で あ る 場 合 に は 、 給 水 管 等 を 鞘 管 の 内 部 に 挿 通
す る 際 に 、 鞘 管 に お け る 連 結 片 の 両 端 で 支 持 さ れ る 部 分 は 、 連 結 片 が 急 激 に 屈 曲 し て い る
の に 対 応 し て 鞘 管 が 屈 曲 す る た め に 、 給 水 管 等 の 挿 通 を ス ム ー ズ に 行 え な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 固 定 具 の 長 さ が 定 ま っ て い る た め に 、 段 差 部 の 高 さ に 応 じ て 固 定 具 の 傾 斜 配 置 さ
れ た 部 分 の 長 さ が 変 化 す る た め に 、 段 差 部 か ら 起 算 し て 固 定 具 が 段 下 に 当 接 す る 距 離 は 、
段 差 部 の 高 さ （ 換 言 す る と 、 段 差 部 に お け る 固 定 具 の 傾 斜 角 度 ） に 応 じ て 変 化 す る た め 、
段 下 の 目 的 位 置 に 固 定 具 を 当 接 さ せ て 配 管 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 上 記 不 具 合 の 解 消 の た め に 、 固 定 具 の 連 結 片 を 途 中 で 屈 曲 さ せ て 全 体 を 所 望 の 形
状 に す る こ と も 考 え ら れ る が 、 段 差 部 の よ う に 、 段 差 を 介 し て 接 続 す る 二 つ の 高 さ の 異 な
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る 面 が い ず れ も ほ ぼ 水 平 （ 正 確 に は 、 前 記 各 面 が 互 い に 略 平 行 ） の 場 合 に は 、 連 結 片 は わ
ん 曲 さ れ る こ と な く 直 状 の ま ま で 使 用 し な い と 、 屈 曲 さ れ た 連 結 片 に 人 が 乗 る 等 し て 大 き
な 荷 重 が 作 用 す る と 、 連 結 片 は 屈 曲 部 で 大 き く 変 形 さ れ て 、 初 期 の 屈 曲 形 状 を 維 持 で き な
い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ４ ４ １ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 主 と し て 段 差 部 に お い て 配 線 ・ 配 管 材 を 下 方 か ら 支 持 し て 配 線 ・ 配 管 す る 際
に 、 目 的 の 傾 斜 角 度 で も っ て 、 し か も 大 き く 屈 曲 （ 座 屈 ） す る こ と な く 連 続 し て わ ん 曲 し
た 状 態 で 配 線 ・ 配 管 材 を 配 線 等 で き て 、 か つ 曲 げ 強 度 の 大 き な 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 の 提
供 を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 請 求 項 １ の 発 明 は 、 段 差 部 、 空 中 部 等 に お い て 配 線 ・ 配 管
材 を 下 方 か ら 支 持 す る た め の 支 持 具 で あ っ て 、 全 体 が 細 長 い 金 属 板 で 構 成 さ れ て 、 人 が 乗
っ て も 変 形 し な い 程 度 の 剛 性 を 有 す る 剛 性 板 部 と 、 該 剛 性 板 部 ど う し を 連 結 す る 連 結 板 部
と が 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 形 成 さ れ 、 各 連 結 板 部 は 、 相 前 後 す る 剛 性 板 部 を 相 対 的 に
適 宜 角 度 に 屈 曲 さ せ る べ く 変 形 可 能 に な っ て い て 、 前 記 剛 性 板 部 及 び 連 結 板 部 の 少 な く と
も 一 方 に は 、 設 置 面 に 対 す る 固 定 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 人 が 乗 っ て も 変 形 し な い 程 度 の 剛 性 を 有 す る 剛 性 板 部 と 連 結
板 部 と が 長 手 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 形 成 さ れ て 、 各 連 結 板 部 は 、 相 前 後 す る 剛 性 板 部 を 相 対
的 に 適 宜 角 度 に 屈 曲 さ せ る べ く 変 形 可 能 に な っ て い る た め に 、 連 結 板 部 の 部 分 で 自 在 に 部
分 屈 曲 さ せ ら れ る 。 従 っ て 、 例 え ば 段 差 部 に お い て 配 線 ・ 配 管 す る 場 合 に は 、 段 差 部 を 構
成 す る 二 つ の 設 置 面 に 対 し て 設 置 直 前 の 相 前 後 す る 所 定 数 の 剛 性 板 部 を 互 い に 逆 方 向 に 小
さ な 角 度 で 部 分 屈 曲 さ せ て 、 各 屈 曲 を 合 成 さ せ る こ と に よ り 、 段 差 部 を 構 成 す る 二 つ の 設
置 面 に 対 し て 支 持 具 の 両 端 部 を 接 線 状 態 に し て 固 定 で き る 。 こ の た め 、 段 差 部 に 支 持 さ れ
る 配 線 ・ 配 管 材 は 、 途 中 で 大 き な 屈 曲 部 を 有 し な い ほ ぼ 連 続 曲 線 状 態 で 支 持 で き て 、 後 に
行 う 線 ・ 管 類 の 挿 通 作 業 を ス ム ー ズ に 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 段 差 部 の 高 さ の 変 化 に 対 し て は 、 傾 斜 状 態 で 空 中 配 置 さ れ る 剛 性 板 部 の 数 を 調 整
す る こ と に よ り 、 目 的 の 傾 斜 角 度 で 配 線 ・ 配 管 材 を 支 持 で き る 。 更 に 、 段 差 部 に 支 持 具 を
設 置 す る 際 に 、 段 差 部 の 出 隅 部 に 連 結 板 部 が 配 置 さ れ る の を 避 け て 、 剛 性 板 部 を 、 そ の 一
部 が 空 中 配 置 さ れ た 状 態 で 固 定 す る と 、 人 が 乗 っ た 場 合 で も 、 支 持 具 が 一 層 変 形 し に く く
な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 各 剛 性 板 部 に は 、 そ れ ぞ れ 固
定 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る の で 、 支 持 具 の 空 中 配 置 さ れ る 部 分 の 長 さ と
は 無 関 係 に 、 支 持 具 の 空 中 配 置 さ れ る 部 分 に 最 も 近 い 剛 性 板 部 を 設 置 面 に 固 定 で き て 、 設
置 面 に 対 す る 支 持 具 の 固 定 が 確 実 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 長 手 方 向 の 適 宜 位 置 に は 、
自 身 で 支 持 し て い る 配 線 ・ 配 管 材 を 線 材 で 固 定 可 能 な 線 材 掛 止 部 を 備 え て い る の で 、 配 線
・ 配 管 材 と 支 持 具 と を 一 体 に し て 巻 回 し た 線 材 を 、 支 持 具 の 線 材 掛 止 部 に 掛 止 し て 固 定 す
る こ と に よ り 、 支 持 具 に 対 し て 配 線 ・ 配 管 材 を し っ か り と 固 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 線 材 掛 止 部 は 、 各 剛 性 板 部 の
間 に 幅 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 で 構 成 さ れ て い る た め 、 相 前 後 す る 剛 性 板 部 の 間 で あ
っ て 、 幅 方 向 に 沿 っ て 前 記 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 部 分 は 、 連 結 板 部 と し て 機 能 す る 。 よ っ
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て 、 前 記 凹 部 は 、 連 結 板 部 を 形 成 し て い る と 共 に 、 配 線 ・ 配 管 材 を 支 持 具 に 固 定 す る 線 材
を 掛 止 さ せ る た め の 線 材 掛 止 部 と し て も 機 能 す る 。 よ っ て 、 別 途 、 線 材 掛 止 部 を 形 成 す る
必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 固 定 部 は 、 各 剛 性 板 部
に 貫 通 し て 形 成 さ れ た 固 定 孔 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る の で 、 前 記 固 定 孔 に
釘 類 を 挿 通 し て 設 置 面 に 打 ち 込 む こ と に よ り 、 設 置 面 に 対 し て 支 持 具 を 簡 単 に 固 定 で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 に よ れ ば 、 段 差 部 を 構 成 す る 二 つ の 設 置 面 に 対 し て
支 持 具 の 両 端 部 を 接 線 状 態 で 固 定 で き る の で 、 段 差 部 に お い て 配 線 ・ 配 管 材 を 大 き く 屈 曲
す る こ と な く ス ム ー ズ に 支 持 で き て 、 後 に 行 う 線 ・ 管 類 の 挿 通 作 業 を ス ム ー ズ に 行 え る と
共 に 、 段 差 部 の 高 さ に 対 応 し て 傾 斜 状 態 で 空 中 配 置 さ れ る 剛 性 板 部 の 数 を 調 整 す る こ と に
よ り 、 段 差 部 に お い て 、 そ の 高 さ と は 無 関 係 に 配 線 ・ 配 管 材 を 望 み の 傾 斜 角 度 で 支 持 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 最 良 の 実 施 形 態 を 挙 げ て 、 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る
配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 Ｓ を 段 差 部 Ａ 1  に 設 置 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 段 差 部 Ａ

1  に 設 置 し た 支 持 具 Ｓ に よ り 鞘 管 Ｐ を 傾 斜 し て 支 持 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 、 同
じ く 側 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 支 持 具 Ｓ の 部 分 平 面 図 で あ り 、 図 ５ は 、 同 じ く 部 分 側 面 図 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 段 差 部 Ａ 1  で 鞘 管 Ｐ を 支 持 す る 支 持 具 Ｓ は 、 図 １ ， 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 細
長 い 鋼 板 で 形 成 さ れ て 、 方 形 状 を し て い て 、 人 が 乗 っ て も 変 形 し な い 程 度 の 剛 性 を 有 す る
剛 性 板 部 １ と 、 該 剛 性 板 部 １ ど う し を 連 結 す る 連 結 板 部 ２ と が 長 手 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 形
成 さ れ た も の で あ る 。 連 結 板 部 ２ は 、 剛 性 板 部 １ と 同 一 厚 を 保 持 し た ま ま で 、 幅 方 向 の 両
端 部 に 凹 部 ３ を 切 り 込 む こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 前 記 凹 部 ３ は 、 剛 性 板 部 １ に 対 し て
連 結 板 部 ２ の 剛 性 を 低 く し て 部 分 屈 曲 し 易 く す る こ と を 主 目 的 と し て 、 支 持 し て い る 鞘 管
Ｐ を 支 持 具 Ｓ に 固 定 す る た め の 線 材 Ｂ を 掛 止 さ せ る 「 線 材 掛 止 部 」 と し て も 機 能 し て い る
。 即 ち 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 板 部 ２ の 幅 （ Ｗ 2  ） は 、 剛 性 板 部 １ の 幅 （
Ｗ 1  ） よ り も 狭 く な っ て い る と 共 に 、 連 結 板 部 ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 寸 法 （ Ｌ 2  ） は 、 剛
性 板 部 １ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 寸 法 （ Ｌ 1  ） よ り も 遥 か に 小 さ く な っ て い る 。 ま た 、 連 結 板
部 ２ の 表 裏 両 面 に は 、 幅 方 向 に 沿 っ て 凹 条 ４ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て 、 前 記 凹 部 ３ と 協 働 し
て 剛 性 板 部 １ に 対 す る 連 結 板 部 ２ の 剛 性 を 低 く し て 、 そ の 部 分 屈 曲 を 容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 各 剛 性 板 部 １ に は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 を お い て 一 対 の 第 １ 釘 挿 通 孔 ５ が
形 成 さ れ 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 一 対 の 第 １ 釘 挿 通 孔 ５ の 中 間 に は 、 前 記 第 １ 釘 挿 通 孔 ５ よ り
も 小 さ な ３ 個 の 第 ２ 釘 挿 通 孔 ６ が 幅 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 を お い て 形 成 さ れ て い る 。 第 １
及 び 第 ２ の 各 釘 挿 通 孔 ５ ， ６ は 、 い ず れ も 段 差 部 Ａ 1  を 形 成 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 各 設 置 面
Ｆ 1  ， Ｆ 2  に 支 持 具 Ｓ を 固 定 す る た め の 釘 Ｎ を 挿 通 す る た め の も の で あ る が 、 第 ２ 釘 挿 通
孔 ６ に は 、 支 持 す る 鞘 管 Ｐ を 支 持 具 Ｓ に 固 定 す る た め の サ ド ル 類 を 取 付 け る の に 使 用 す る
こ と も で き る 。 実 施 例 の 支 持 具 Ｓ は 、 長 さ が ６ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 、 幅 が ５ ０ ｍ ｍ 程 度 、 板 厚 が
２ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ の 鋼 板 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 支 持 具 Ｓ を 用 い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 各 設 置 面 Ｆ 1  ， Ｆ 2  の 間 に 形
成 さ れ た 段 差 部 Ａ 1  に 鞘 管 Ｐ を 支 持 状 態 で 配 置 す る に は 、 以 下 の よ う に し て 行 う 。 ま ず 、
図 １ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 具 Ｓ に お け る 第 １ 及 び 第 ２ の 各 設 置 面 Ｆ 1  ， Ｆ 2  に
そ れ ぞ れ 設 置 さ れ る 部 分 の 相 前 後 す る 剛 性 板 部 １ を 互 い に 逆 の 方 向 に 向 け て 僅 か に 屈 曲 さ
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せ て 、 支 持 具 Ｓ が 第 １ 及 び 第 ２ の 各 設 置 面 Ｆ 1  ， Ｆ 2  に 接 線 状 態 に し て 配 置 す る 。 即 ち 、
高 い 側 の 第 １ 設 置 面 Ｆ 1  と 空 中 部 と の 接 続 部 に 配 置 さ れ る 部 分 に お い て は 、 相 前 後 す る 数
枚 の 各 剛 性 板 部 １ を 僅 か に 下 側 に 向 け て 部 分 屈 曲 さ せ る と 共 に 、 低 い 側 の 第 ２ 設 置 面 Ｆ 2  

と 空 中 部 と の 接 続 部 に 配 置 さ れ る 部 分 に お い て は 、 相 前 後 す る 数 枚 の 各 剛 性 板 部 １ を 上 記
と 逆 と な る よ う に 、 僅 か に 上 方 に 向 け て 部 分 屈 曲 さ せ 、 空 中 配 置 さ れ た 支 持 具 Ｓ の 残 り の
連 続 す る 剛 性 板 部 １ は 、 屈 曲 さ せ る こ と な く 連 続 板 状 の ま ま に し て お く と 、 支 持 具 Ｓ は 、
こ れ を 構 成 す る 各 剛 性 板 部 １ が 小 さ な 角 度 で 上 記 方 向 に 部 分 屈 曲 さ れ て 、 各 剛 性 板 部 １ の
屈 曲 の 合 成 に よ り 、 段 差 部 Ａ 1  に お い て ほ ぼ 連 続 曲 線 状 と な っ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 段 差 部 Ａ 1  に 支 持 具 Ｓ を 設 置 す る 際 に 、 段 差 部 Ａ 1  の 出 隅 部 ７ に 連 結 板 部 ２ が 配
置 さ れ る の を 避 け て 、 特 定 の 剛 性 板 部 １ の 一 部 が 部 分 的 に 空 中 配 置 さ れ て 、 残 り の 部 分 が
第 １ 設 置 面 Ｆ 1  に 設 置 さ れ る よ う な 片 持 ち 状 に し て 配 置 す る こ と に よ り 、 前 記 出 隅 部 ７ の
部 分 に お い て 支 持 具 Ｓ が 作 業 者 等 に よ り 踏 み 付 け ら れ る 等 し て 、 前 記 出 隅 部 ７ に お い て 支
持 具 Ｓ に 大 き な 荷 重 が 加 わ っ て も 支 持 具 Ｓ が 屈 曲 さ れ な く な る 。 上 記 の よ う に し て 、 段 差
部 Ａ 1  に ほ ぼ 連 続 し た 曲 線 状 と な っ て 配 置 さ れ た 支 持 具 Ｓ の 特 定 の 剛 性 板 部 １ を 第 １ 及 び
第 ２ の 各 設 置 面 Ｆ 1  ， Ｆ 2  に 釘 Ｎ を 使 用 し て 固 定 す る 。 即 ち 、 特 定 の 剛 性 板 部 １ の 第 １ 釘
挿 通 孔 ５ に 挿 通 さ れ た 釘 Ｎ を 第 １ 及 び 第 ２ の 各 設 置 面 Ｆ 1  ， Ｆ 2  に 打 ち 込 ん で 固 定 す る 。
図 示 の 例 で は 、 空 中 配 置 さ れ た 側 か ら 見 て 最 初 に 第 １ 及 び 第 ２ の 各 設 置 面 Ｆ 1  ， Ｆ 2  に 設
置 さ れ た 各 剛 性 板 部 １ と 両 端 の 各 剛 性 板 部 １ と の ４ つ の 剛 性 板 部 １ が 、 そ れ ぞ れ 各 設 置 面
Ｆ 1  ， Ｆ 2  に 釘 Ｎ を 介 し て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 段 差 部 Ａ 1  に ほ ぼ 連 続 曲 線 状 と な っ て 配 置 さ れ
て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 各 設 置 面 Ｆ 1  ， Ｆ 2  に 固 定 さ れ た 支 持 具 Ｓ に よ っ て 、 段 差 部 Ａ 1  に 配
置 さ れ る 鞘 管 Ｐ を 支 持 す る と 共 に 、 適 宜 箇 所 に お い て 、 線 材 Ｂ を 使 用 し て 、 鞘 管 Ｐ を 支 持
具 Ｓ に 固 定 す る 。 即 ち 、 支 持 具 Ｓ の 連 結 板 部 ２ に 形 成 さ れ た 凹 部 ３ に 掛 止 さ れ た 線 材 Ｂ を
鞘 管 Ｐ に 巻 回 し て 、 前 記 線 材 Ｂ の 両 端 を 結 ぶ と 、 複 数 本 の 線 材 Ｂ を 介 し て 鞘 管 Ｐ が 長 手 方
向 に 沿 っ た 複 数 箇 所 で 支 持 具 Ｓ に 固 定 さ れ て 、 支 持 具 Ｓ か ら 鞘 管 Ｐ が ず れ 落 ち な く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 段 差 部 Ａ 1  に ほ ぼ 連 続 曲 線 状 と な っ て 配 置 さ れ た 支 持 具 Ｓ に よ っ て 段 差 部
Ａ 1  に 配 管 さ れ る 鞘 管 Ｐ を 支 持 し て い る の で 、 段 差 部 Ａ 1  に お け る 鞘 管 Ｐ は 、 大 き く 屈 曲
さ れ る こ と な く 、 支 持 具 Ｓ の 配 置 形 状 に 倣 っ て ぼ ほ 連 続 曲 線 状 に 配 管 さ れ る 。 こ の た め 、
後 工 程 に お い て 鞘 管 Ｐ 内 に 線 ・ 管 類 を 挿 通 す る 際 に お い て 、 段 差 部 Ａ 1  に お い て も 線 ・ 管
類 は 、 鞘 管 Ｐ の 内 周 面 に 引 っ 掛 か る こ と な く 、 ス ム ー ズ に 挿 通 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 の 支 持 具 Ｓ を 構 成 す る 連 結 板 部 ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 長 さ （ Ｌ 2  ） は
、 必 要 最 小 長 さ に し て あ る の で 、 例 え ば 、 作 業 中 に お い て 作 業 者 が 傾 斜 姿 勢 で 空 中 配 置 さ
れ た 部 分 を 踏 み 付 け る 等 し て 、 空 中 配 置 さ れ る 部 分 に 大 き な 荷 重 が 作 用 し て も 、 変 形 さ れ
に く く な る 。 即 ち 、 連 結 板 部 ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 長 さ （ Ｌ 2  ） は 、 必 要 最 小 長 さ に し て
あ る た め に 、 相 前 後 す る 剛 性 板 部 １ の 間 で 屈 強 可 能 な 条 件 を 満 足 し た 上 で 、 曲 げ 力 に 対 し
て 強 い 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ （ イ ） ， （ ロ ） は 、 同 一 の 支 持 具 Ｓ を 高 さ Ｈ 1  ， Ｈ 2  の 異 な る 段 差 部 Ａ 1  ， Ａ 2  に
ほ ぼ 同 一 傾 斜 角 度 （ θ ） で 設 置 し た 状 態 の 模 式 的 側 面 図 で あ っ て 、 支 持 具 Ｓ を 構 成 す る 剛
性 板 部 １ を 破 線 状 に し て 図 示 し て あ る 。 段 差 部 Ａ 2  の 高 さ Ｈ 2  は 、 同 Ａ 1  の 高 さ Ｈ 1  よ り
も 高 く て 、 段 差 部 Ａ 1  と 同 一 に 配 置 し た 場 合 （ 段 差 部 か ら 起 算 し て 段 下 に 当 接 す る 距 離 が
同 一 で あ る 場 合 ） に は 、 傾 斜 角 度 が 大 き く な っ て 、 後 工 程 の 線 ・ 管 類 の 挿 通 作 業 に 支 障 を
き た す 恐 れ が あ る 。 こ の た め 、 段 差 の 大 き な 段 差 部 Ａ 2  に お い て は 、 図 ６ （ ロ ） に 示 さ れ
る よ う に 、 空 中 配 置 さ れ る 剛 性 板 部 １ の 数 を 増 し て 、 相 前 後 す る 剛 性 板 部 １ の 屈 曲 位 置 を
ず ら す こ と に よ り 、 段 差 の 小 さ な 段 差 部 Ａ 1  と ほ ぼ 同 一 の 傾 斜 角 度 （ θ ） で 支 持 具 Ｓ を 配
置 で き る 。 こ の よ う に 、 同 一 の 支 持 具 Ｓ に よ っ て 、 高 さ の 異 な る 段 差 部 に 対 応 し て 、 鞘 管
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Ｐ を ほ ぼ 連 続 曲 線 状 に し て 支 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 ７ は 、 設 置 面 Ｆ 3  に 数 本 の 既 設 管 １ ２ が 配 管 さ れ て い て 、 前 記 既 設 管 １ ２ を 跨
い だ 状 態 で 鞘 管 Ｐ を 配 管 す る 際 に 、 鞘 管 Ｐ の 空 中 配 置 部 を 支 持 具 Ｓ で 支 持 す る 使 用 例 の 側
面 図 で あ る 。 こ の 使 用 例 に お い て も 、 支 持 具 Ｓ の 空 中 配 置 さ れ る 部 分 の 両 端 部 が 設 置 面 Ｆ

3  に 対 し て 接 線 状 態 で 設 置 さ れ る よ う に 、 相 前 後 す る 剛 性 板 部 １ を 僅 か に 屈 曲 さ せ て 、 全
体 と し て 連 続 曲 線 状 に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は 、 支 持 具 Ｓ を 構 成 す る 各 剛 性 板 部 １ に 、 そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の
各 釘 挿 通 孔 ５ ， ６ が 形 成 さ れ て い る た め 、 支 持 具 Ｓ の 空 中 配 置 さ れ る 部 分 の 長 さ と は 無 関
係 に 、 支 持 具 Ｓ の 空 中 配 置 さ れ る 部 分 に 最 も 近 い 剛 性 板 部 １ を 設 置 面 に 固 定 で き て 、 設 置
面 に 対 す る 支 持 具 の 固 定 が 確 実 と な る 。 し か し 、 各 剛 性 板 部 １ に は 、 例 え ば 一 個 お き に 第
１ 及 び 第 ２ の 各 釘 挿 通 孔 ５ ， ６ が 設 け ら れ た 構 成 に し て も よ い し 、 連 結 板 部 ２ の 長 手 方 向
に 沿 っ た 長 さ Ｌ 2  を 釘 挿 通 孔 を 形 成 で き る 程 度 の 寸 法 に し て 、 連 結 板 部 ２ に 釘 挿 通 孔 （ 支
持 具 Ｓ を 設 置 面 に 固 定 す る た め の 固 定 部 ） を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 支 持 具 を 設 置 面 に 固 定 す る 固 定 部 の 数 に 関 し て は 、 支 持 具 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 間
隔 を お い て 複 数 個 設 け る 必 要 が あ る 。 ま た 、 固 定 部 の 配 置 に 関 し て は 、 支 持 具 の 長 手 方 向
の 中 央 部 は 空 中 配 置 さ れ て 、 設 置 面 に 設 置 さ れ る こ と は 殆 ど な い の で 、 支 持 具 の 長 手 方 向
の 中 央 部 に は 、 固 定 部 を 設 け な い か 、 或 い は 設 け る 場 合 に は そ の 数 を 少 な く し て 、 設 置 面
に 必 ず 設 置 さ れ る 部 位 で あ る 支 持 具 の 長 手 方 向 の 中 央 部 を 除 く 部 分 に 固 定 部 を 集 中 さ せ て
設 け る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 支 持 具 Ｓ に 対 し て 鞘 管 Ｐ を 固 定 す る 線 材 Ｂ を 該 支 持 具 Ｓ に 対 し て 掛 止 さ せ る 部 分
と し て は 、 前 記 凹 部 ３ に 限 ら れ ず 、 剛 性 板 部 １ に 開 け ら れ た 掛 止 孔 で あ っ て も よ く 、 こ の
掛 止 孔 と し て 第 １ 釘 挿 通 孔 ５ を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 配 線 ・ 配 管 材 の 支 持 具 Ｓ を 段 差 部 Ａ 1  に 設 置 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 段 差 部 Ａ 1  に 設 置 し た 支 持 具 Ｓ に よ り 鞘 管 Ｐ を 傾 斜 し て 支 持 し た 状 態 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 支 持 具 Ｓ の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 じ く 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ イ ） ， （ ロ ） は 、 同 一 の 支 持 具 Ｓ を 高 さ Ｈ 1  ， Ｈ 2  の 異 な る 段 差 部 Ａ 1  ， Ａ 2  

に ほ ぼ 同 一 傾 斜 角 度 （ θ ） で 設 置 し た 状 態 の 模 式 的 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 設 置 面 Ｆ 3  に 配 管 さ れ た 数 本 の 既 設 管 １ ２ を 跨 い だ 状 態 で 鞘 管 Ｐ を 配 管 す る 際 に
、 鞘 管 Ｐ の 空 中 配 置 部 を 支 持 具 Ｓ で 支 持 す る 使 用 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 　 　 　 Ａ 1  ， Ａ 2  ： 段 差 部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ： 線 材
　 　 　 　 　 Ｆ 1  ～ Ｆ 3  ： 設 置 面
　 　 　 　 　 Ｈ 1  ， Ｈ 2  ： 段 差 部 の 高 さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ ： 鞘 管 （ 配 線 ・ 配 管 材 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｓ ： 支 持 具
　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ： 剛 性 板 部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ： 連 結 板 部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ： 凹 部 （ 線 材 掛 止 部 ）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ： 第 １ 釘 挿 通 孔 （ 固 定 部 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ ： 第 ２ 釘 挿 通 孔 （ 固 定 部 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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